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フランス語圏舞台芸術・文献目録 

（2022 年） 

 

北原 まり子（編） 

 

１．著作・翻訳 

一般書 

石坂安希『歌劇とレビューで読み解く : 美しき

宝塚の世界』、リットーミュージック、2022

年 

石田麻子『市民オペラ』 (集英社新書)、集英

社、2022 年 

海野敏『バレエヴァリエーション Perfect ブッ

ク : 役柄も踊りのポイントもぜんぶわかる!』、

髙部尚子監修、Clara 編、新書館、2022 年 

加藤浩子『16 人 16 曲でわかるオペラの歴史』 

(平凡社新書)、平凡社、2022 年川崎賢子

『宝塚 : 変容を続ける「日本モダニズム」』 

（岩波現代文庫)、岩波書店、2022 年 

岸純信『オペラのひみつ 見かた・楽しみかた

がわかる本 総合芸術の魅力超入門』、メイツ

出版、2022 年 

九堀不美恵『ドンに魅せられて「ボレロ」がく

れた 76 歳からの人生』、幻冬舎、2022 年 

新・3 人の会、黛りんたろう『1 冊でわかるポ

ケット教養シリーズ 日本の作曲家 黛敏郎』、

ヤマハミュージックエンタテイメントホール

ディングス、2022 年 

陣野俊史『魂の声をあげる 現代史としてのラ

ップ・フランセ』、アプレミディ、2022 年 

鈴木隆祐『東海高校・中学校 カヅラカタ歌劇

団の奇跡』、駒草出版、2022 年 

日本舞台芸術振興会『NBS 疾風録 : オペラ・

バレエと共に : 40 years of NBS and 17 years 

of its origins』、日本舞台芸術振興会、2022

年 

沼野充義監修『作家たちの手紙 : ユゴー、ディ

ケンズ、チェーホフ、カフカ、ミストラル、

ソンタグ…94 人の胸中』、石田聖子、梅垣昌

子、エリス俊子、小澤裕之、木内堯、沓掛良

彦、白井史人、福井信子、見田悠子、三村一

貴訳、東京：マール社、2022 年 

八軒亭楽堂『オペラ座ガルニエ宮シャガール天

井画 : クラシックの散歩道』、郁朋社、2022

年 

浜中康子『舞曲は踊る: バッハを弾くためのバ

ロック・ダンス入門』、音楽之友社、2022 年   

保苅瑞穂『ポール・ヴァレリーの遺言 わたし

たちはどんな時代を生きているのか？』、集

英社、2022 年 

丸子睦美『海外公演珍道中 スイス、カタルニ

ア、フランス編 : だから踊りはやめられな

い』、Independently published、2022 年 

宮本直美『ミュージカルの歴史 : なぜ突然歌い

だすのか』（中公新書）、中央公論 新社、

2022 年 

ミッシェル・ワッセルマン『ポール・クローデ

ルの黄金の聖櫃 : 〈詩人大使〉の文化創造と

その遺産』、三浦信孝・立木康介訳、水声社、

2022 年 

Aitken, Geneviève, et Marianne Delafond, La 

collection d'estampes japonaises de Claude 

Monet, Montreuil, Gourcuff Gradenigo, 

Giverny : Éditions Claude Monet-Giverny, 

2022. 

Calvet, Robert, Histoire du Japon : de la 

Préhistoire aux enjeux contemporains, 

Malakoff : Armand Colin, 2022. 

Guillain, Robert, Les geishas ou Le monde des 

fleurs et des saules, Paris : Arléa, 2022. 



  

70 

 

日仏演劇協会会報 復刊 11 号  

Koyama-Richard, Brigitte, Tôkyô, nouvelle 

capitale : les estampes japonaises de l'ère 

Meiji, Lyon : Scala, 2022. 

Macé, François et Mieko, Le Japon d'Edo, 

Paris : Perrin, 2022.  

Siary, Gérard, Histoire du Japon : des origines à 

nos jours, Paris : Tallandier, 2022. 

 

研究書・評論 

大崎さやの『啓蒙期イタリアの演劇改革 : ゴル

ドーニの場合』、東京藝術大学出版会、2022

年 

後藤隆基編、石川巧、梅山いつき、加藤敦子、

後藤絢子、後藤隆基、嶋田直哉、高萩宏、仲

田恭子、中村邦生、新野守広、早船聡、日置

貴之、堀切克洋、松本和也『小劇場演劇とは

何か』 （立教大学日文叢書 1）、ひつじ書房、

2022 年 

ジャポニスム学会編『ジャポニスムを考える : 

日本文化表象をめぐる他者と自己』、思文閣

出版、2022 年 

富田広樹『スペイン新古典悲劇選』、論創社、

2022 年 

長井伸仁『近代パリの社会と政治』、勁草書房、

2022 年 

中野正昭『ローシー・オペラと浅草オペラ : 大

正期翻訳オペラの興行・上演・演劇性』、 森

話社、2022 年 

橋本能『アルディからラシーヌへ : フランス

17 世紀悲劇作品総覧』、駿河台出版社、2022

年 

クリストファー・バルミ『演劇の公共圏』、藤

岡阿由未訳、春風社、2022 年  

フィリップ・ペロー『衣服のアルケオロジー : 

服装からみた 19 世紀フランス社会の差異構

造』(ちくま学芸文庫) 、大矢タカヤス訳、

筑摩書房、2022 年 

藤井康生『バロック演劇の詩学 : 比較演劇論』、

森話社、2022 年 

丸本隆、嶋内博愛、添田里子、中村仁、森佳子、

奥香織、平野恵美子、東晴美、佐和田敬司、

小林佳織、落合美聡『パリ・オペラ座とグラ

ンド・オペラ』、森話社、2022 年 

譲原晶子『バレエはアラベスク : ロマン主義以

前からみたバレエ作品』、せりか書房、2022

年 

吉川一義編『プルーストと芸術』、水声社、

2022 年 

 

戯曲・一次文献（雑誌掲載を含む） 

アントナン・アルトー『ロデーズからの手紙 

(アルトー・コレクション 1)』、宇野邦一・

鈴木創士訳、月曜社、2022 年 

----『アルトー・ル・モモ (アルトー・コレク

ション 2)』、鈴木創士・岡本健訳、月曜社、

2022 年 

----『カイエ (アルトー・コレクション 3)』、荒

井潔訳、月曜社、2022 年 

----『手先と責苦（アルトー・コレクション

4）』、管啓次郎・大原宣久訳、 月曜社、2022

年 

コ ル ネ イ ユ 、「 コ ル ネ イ ユ 『 劇 芸 術 三 論 』

（1660 年）: 第一論文「劇詩の有用性ならび

にその構成要素について」(1)」、小倉博孝訳、

『上智大学仏語・仏文学論集』、第 55・56

号、2022 年 3 月、155-174 頁 

ジャン・ジョルジュ・ノヴェール『ノヴェール

「舞踊とバレエについての手紙」（1760 年）

全訳と解説』、森立子訳、道和書院、2022 年 

ミシェル・フーコー『狂気・言語・文学』 (叢

書・ウニベルシタス)、アンリ=ポール・フ

リュショー、ダニエーレ・ロレンツィーニ、
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ジュディット・ルヴェル校訂・解題、阿部

崇,・福田美雪訳、法政大学出版局、2022 年 

サミュエル・ベケット『新訳ベケット戯曲全集

3』、岡室美奈子・長島確監修、白水社、

2022 年 

----『どんなふう』、宇野邦一訳、河出書房新

社、2022 年 

モリエール『モリエール傑作戯曲選集 4』、柴

田耕太郎訳、鳥影社、2022 年 

 

２．学術論文 

古代 

秋山学「<文藝篇>ビザンティン典礼の構造と

喜劇詩人アリストファネスの「ビザンティン

三部集」 : 夜半課の祈祷を基点に」『文藝言

語研究』、第 80・81 号、2022 年 3 月、1-23

頁 

小川文子「『詩学』における「悲劇に固有の

快」 : アリストテレスの芸術哲学の可能性」

『研究年報』、第 68 号、學習院大學文學部、

2022 年 3 月、1-23 頁 

矢越藍子「嘆願劇における「憐れみ」と登場人

物の行動の関わり」『名古屋大学人文学フォ

ーラム』、第 5 号、2022 年 3 月、267-282 頁 

安川奈那「ギリシャ劇における女性蔑視表現と

現代上演におけるその解決 : 令和二年度「学

部学生による自主研究奨励事業」優秀賞受賞

研究」『演劇学論叢』、第 21 号、大阪大学文

学部演劇学研究室、2022 年 3 月、76-89 頁 

渡邊道治「ローマ劇場の客席平面の形成と変遷

（その１）：紀元前 1 世紀初期まで」『日本建

築学会計画系論文集』、第 87 巻（793 号）、

2022 年 3 月、656-667 頁 

----「ローマ劇場の客席平面の形成と変遷（そ

の２）：紀元前 1 世紀中頃からローマ帝政末

期まで」『日本建築学会計画系論文集』、第

87 巻（802 号）、2022 年 12 月、2602-2613

頁 

 

中世・17 世紀・18 世紀 

大須賀沙織「トリノの聖骸布とヴェロニカの聖

顔布についての覚書 : 福音書から受難劇まで」

『人文学報 フランス文学』、第 518 巻 15 号、

2022 年 3 月、27-56 頁 

渋谷直樹「ヴォルテールの『オイディプス』に

おけるライオス殺害者の追跡」『仏語仏文学』、

第 48 号、2022 年 3 月、229-296 頁 

友谷知己「フランス古典文学に於ける「敵同士

の恋」の主題」『仏語仏文学』、第 48 号、

2022 年 3 月、43-97 頁 

眞下弘子「魅惑のセノグラフィー : ラシーヌに

おける光の劇作法」『西南学院大学外国語学

論集』、第 2 巻 2・3 号、2022 年 2 月、123-

149 頁 

横田宇雄「貴賓席について：政治・社会的側面

から読む 18 世紀フランス劇場の配置」『関

西フランス語フランス文学』、第 28 号、

2022 年 3 月、41-42 頁 

 

19 世紀・20 世紀・21 世紀 

大坪裕幸「アントナン・アルトーにとっての

「他者」たちについて : 「狂気語り」は, 詩

作品たりえるか」『立教大学フランス文学』、

第 51 号、2022 年、111-127 頁 

大原宣久「アンドレ・バザンとの共鳴 : 演劇映

画としての濱口竜介『ドライブ・マイ・カ

ー』」『早稲田大学高等学院研究年誌』、第 66

号、2022 年 3 月、77-98 頁 

狩野良規「ヨーロッパ演劇８篇」『青山国際政

経論集』、第 108 号、2022 年 5 月、105-176

頁 

学谷亮「ポール・クローデルと詩誌『詩洋』」
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『仏蘭西学研究』、第 48 号、2022 年 6 月、

18-36 頁 

梶田裕「死へと向かう存在のパラドックス : サ

ミュエル・ベケット 『マロウンは死 ぬ』」

『Etudes francaises』、第 29 号、2022 年 3

月、76-92 頁 

川 島 知 也 「 サ ミ ュ エ ル ・ ベ ケ ッ ト の 小 説

Company における言葉と主体について」『言

語情報科学』、東京大学大学院総合文化研究

科言語情報科学専攻、第 20 号、2022 年、

125-141 頁 

神崎舞「ロベール・ルパージュ『887』 : 父親

の記憶から見る 1960 年代のケベック」『カ

ナダ研究年報』、第 42 号、2022 年、1-16 頁 

金ヨハン「マティアス・シュパーリンガーの

《extension》のプログラムノート解題 : アド

ルノ、ヘルダーリン、ベケット、ヘーゲル、

ヴァレリーの引用を参照して」『音楽研究 : 

大学院研究年報』、第 34 号、国立音楽大学

大学院、2022 年 3 月、53-69 頁 

坂口周輔「マラルメとロンドン国際博覧会」

『法政大学多摩論集』。第 38 号、2022 年 3

月、229-244 頁 

清水さやか「同情できない「私」のかたち : ベ

ケット作品における蠕虫のイメージ」『仏語

仏文学研究』、第 56 号、東京大学仏語仏文

学研究会、2022 年、45-69 頁 

長野順子「20 世紀初頭の前衛劇運動における

文化の編み合わせ―ピエール・アルベール=

ビローと「日本人」」『藝術文化研究』、第 26

号、大阪芸術大学大学院、2022 年、50-71

頁 

新田孝行「「ドラマ性」の記録 : ジャン＝クロ

ード・ビエットの擬演技指導」『人文研紀要』、

第 101 号、2022 年 9 月、61-85 頁 

----「例の讃歌 : ジャン＝クロード・ビエット

『物質の演劇』における文学的参照」『人文

学報 フランス文学』、第 518 巻 15 号、2022

年 3 月、57-74 頁 

福島亮「ケベックとエメ・セゼール : 1972 年

のラヴァル大学での講演をめぐって (立花英

裕先生追悼特集)」『ケベック研究』、第 14 号、

2022 年、149-163 頁 

李澈「自己解体としての演劇 : バタイユ「演劇

化」理論から読む『近代能楽集』」『れにく

さ : 現代文芸論研究室論集』、第 12 号、2022

年 3 月、54-79 頁 

 

ダンス研究・オペラ研究 

相場ひろ「レコード誕生物語 : その時、名盤が

生まれた(第 51 回)「上演不可能」の評価か

ら蘇ったメシアンの歌劇《アッシジの聖フラ

ンチェスコ》」『レコード芸術』、第 71 巻 3

号、2022 年 3 月、60-64 頁 

梅野りんこ「殺されるのは女か男か? : オペラ

と浄瑠璃に見る不貞の結末 (特集 女性への暴

力 法とつなげる「フェミニシッド」告発デ

ー)」『女性空間』、第 38・39 号、日仏女性

資料センター、2022 年、14-24 頁 

大塚武夫「ポール・ヴァレリー『ドガ ダンス 

デッサン』におけるオマージュの構図」『フ

ランス文学研究』、歳 42 号、2022 年、25-

28 頁 

北原まり子「正面性への抵抗 : ミハイル・フォ

ーキンのバレエ改革の一側面」『演劇研究 : 

演劇博物館紀要』、第 45 号、2022 年 3 月、

1-15 頁 

桐山恵子「ヴィクトリア朝のバレリーナたち : 

トウシューズの妖精と裸足のサロメ (特集 シ

ンポジウム Ballets Russes : ロマン主義から

モダニズムへの変革)」『ヴィクトリア朝文化

研究』、第 20 号、2022 年 11 月、25-49 頁 
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後閑綾香「ケースマイケルにおける音楽と振付

の 関 係  : G. グ リ ゼ イ 《 VORTEX 

TEMPORUM I,II,III》（1994-1996）を用い

た 2 つの作品の比較を通して」『音楽研究 : 

大学院研究年報』、第 34 号、2022 年 3 月、

185-200 頁 

小林佳織「19 世紀フランス・オペラ史研究 : 

ガルニエ宮におけるパリ・オペラ座の興行

(1875-1914) と 作 曲 家 ジ ュ ー ル ・ マ ス ネ 」

『パラゴーネ』、青山学院大学比較芸術学会、

第 9 号、2022 年 3 月、19-30 頁 

設楽 (小山)聡子「バレエ『ジゼル』のルーツ : 

テオフィル・ゴーチエの幻想小説にみるその

変奏と発展 : 中編 : 『アッリヤ・マルケッ

ラ』」『慶應義塾大学日吉紀要 フランス語フ

ランス文学』、第 75 号、2022 年 10 月、43-

64 頁 

関典子「Zoom で観るバレエ・リュス : 薄井憲

二バレエ・コレクションを中心に : 『牧神と

ニンフの午後』解題 (特集 シンポジウム 

Ballets Russes : ロマン主義からモダニズムへ

の変革)」『ヴィクトリア朝文化研究』、第 20

号、2022 年 11 月、69-90 頁 

寺西暢子「バレーの中の「マノン」(5)イゾリ

ーヌ、クラリ、アミーナ、似て非なるヒロイ

ン達」『仏文研究』、第 53 号、2022 年、117-

158 頁 

奈良夕里枝「ミュージカル『オペラ座の怪人』

の日本語訳における役割語とローカリゼーシ

ョン : ファントムとラウル子爵の自称詞と依

頼・命令・禁止表現を中心に」『フェリス女

学院大学文学部紀要』、第 57 号、2022 年 3

月、77-94 頁 

福井有人「或る身体の詩学 : ミシェル・ド・セ

ル ト ー の 未 完 の 構 想 を め ぐ っ て 」

『Résonances : 東京大学大学院総合文化研究

科フランス語系学生論文集』、第 13 号、

2022 年 10 月、24-28 頁 

藤田凪沙「バレエの練習着の発展 : 19 世紀初

頭から現代まで」『日本女子大学大学院人間

社会研究科紀要』、第 28 号、2022 年 3 月、

83-103 頁 

保崎佑「演奏家と楽譜の関係 : イネガル奏法、

フランス風の演奏習慣とワンダ・ランドフス

カの音楽論をとおして」『東京音楽大学大学

院博士後期課程 2021 年度博士共同研究報

告書』、2022 年 3 月 

堀口譲司「オペラハウスと歌舞伎小屋のタイポ

ロジー : その相同性と相違性の研究」『第一

工科大学研究報告』、第 34 号、2022 年、80-

87 頁 

三上雅子「二十世紀が生んだ音楽劇の発展と変

容 : 英語圏・ドイツ語圏・フランスそして日

本、それぞれのミュージカル」『表現文化』、

第 11 号、2022 年 3 月、2-20 頁 

山田小夜歌「バレエとメディア：英国ミュージ

ックホールにおける「英仏協商」」『早稲田オ

ペラ/音楽劇研究』、第 3 号、2022 年 3 月、

1-16 頁 

吉田駿太朗「TARB 書評: Gerko Egert, Moving 

Relation: Touch in Contemporary Dance 」

『Tokyo Academic Review of Books』、第 49

号、2022 年 9 月、頁数なし 

----, “Post-Choreography as Choreographic 

Practice: Clumsy Movement and Jérôme 

Bel’s Choreography,” in BOOK OF 

PROCEEDINGS 2021 The Ever-expanding 

Horizons of Theatre (multimedia 

publication), 0’00”-22’45”. 

渡辺采香「ネルヴァル『東方紀行』における女

性ダンサーの描写とその効果」『お茶の水女

子大学仏語圏言語文化』、第 2 号、2022 年 3
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月、5-17 頁 

----「マクシム・デュ・カン『ナイル河』にお

けるエジプトの女性ダンサー」『人間文化創

成科学論叢』、第 24 号、2022 年 3 月、69-

78 頁 

「舞踏の外、身体の内 : 室伏鴻と即身仏」『舞

台芸術』、第 25 号、中島 那奈子・山田 カイ

ル訳、京都造形芸術大学舞台芸術研究センタ

ー、2022 年春、151-167 頁 

 

日仏交流史・日仏比較文化論 

榎本恵子「日本におけるモリエールの受容」

『コミュニケーション文化論集』、第 20 号、

大妻女子大学コミュニケーション文化学会、 

2022 年 3 月、1-25 頁 

榎本泰子「上海フランス租界史研究の現段階」

『文学部紀要 言語・文学・文化』、第 129 号、

2022 年 2 月、1-29 頁 

大出敦「別離 : クローデル、芳賀徹、渡邊守章 

(ポール・クローデル、そして二先生との別

れ)」『日仏文化』、第 91 号、2022 年 3 月、

20-28 頁 

学谷亮「ポール・クローデルと詩誌『詩洋』」

『仏蘭西学研究』、第 48 号、2022 年 6 月、

18-36 頁 

----「滞日期ポール・クローデルの詩学におけ

る「空白」の概念 : 詩の存在論をめぐって」

『Stella 41』、2022 年 12 月、339-356 頁 

三浦信孝「日仏会館・クローデル・渡邊守章 

(ポール・クローデル、そして二先生との別

れ)」『日仏文化』、第 91 号、2022 年 3 月、

29-37 頁 

ギヨーム・カレ「レオン・ド・ロニー(1837-

1914) : フランスにおける日本研究のパイオ

ニア(前編)」『Rekihaku』、第 7 号、国立歴史

民俗博物館、2022 年 10 月、105-102 頁 

趙怡「上海租界のフランス語新聞 : Le Journal 

de Shanghai が報じた日本文化」『言語と文

化』、第 25 号、2022 年 3 月、129-145 頁 

中村みのり「『芸術の日本』の表紙における図

様の改変について : 一八九〇年前後のフラン

スにおける浮世絵受容」『美術史』、第 71 巻

2 号、美術史學會、2022 年 3 月、254-273

頁 

野島直子「寺山修司の演劇と中心の不在：フラ

ンス現代思想との関わりで」『「エコ・フィロ

ソフィ」研究』、第 16 号、2022 年 2 月、95-

140 頁 

藤田拓之「租界期における上海ライシャム劇場

の演目一覧（1）1931 年２月～1934 年６月」

『大阪産業大学論集 人文・社会科学編』、

第 45 号、2022 年 7 月、107-142 頁 

吉野良祐「1920～30 年代の日本における劇場

近代化志向と海外情報受容の相関」『日本建

築学会計画系論文集』第 87 巻（802 号）、

2022 年 12 月、2571-2581 頁 

ミシェル・ワッセルマン「ポール・クローデル

の日本の世紀 (ポール・クローデル、そして

二先生との別れ)」『日仏文化』、第 91 号、三

浦信孝訳、2022 年 3 月、3-19 頁 

 

博士論文 

澤原行正「ガエターノ・ドニゼッティのオペラ

創作とパリ活動期への考察 : 《ランメルモー

ルのルチア》フランス語版を中心に」、桐朋

学園大学、博士論文（音楽学）、2022 年 

Gaussin, Frédéric, Une mission d'Etat : les 

tournées au Japon de Lazare-Lévy, pianiste, 

professeur au Conservatoire national de 

musique, ambassadeur culturel de la IVe 

République (1950-1954), thèse de doctorat, 

musique et musicologie, université Sorbonne, 
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３．その他（解説・評論・エッセイなど） 

青柳いづみこ「響きあう芸術 パリのサロンの

物語(13・最終回)ヴァランティーヌ・グロス」

『図書』、第 878 号、2022 年 2 月、44-49 頁 

飯島望未「K-BALLET Opto「“プティ・コレ

クション”─プティ・プティ・プティ!」：化

学反応を楽しみながら」『ダンスマガジン』、

2022 年 10 月 

井関佐和子、三浦雅士「世紀転換期の舞踊濃縮

体験  ベジャール、キリアン、ナハリン、フ

ォーサイス、エック、金森穣」『ダンスマガ

ジン』、2022 年 10 月 

イゾアール、ジル「オペラ座の教師に聞く！ 

美とは何かを学び続ける仕事」『ダンスマガ

ジン』、2022 年 11 月 

井上由里子「日仏演劇の舞台裏─変わりゆく創

作方法（1）」『ふらんす』、2022 年 10 月 

----「日仏演劇の舞台裏─変わりゆく創作方法

（2）」『ふらんす』、2022 年 11 月 

----「日仏演劇の舞台裏─変わりゆく創作方法

（3）」『ふらんす』、2022 年 12 月 

大久保遼「ロイ・フラーと映画以前の映画」

『悲劇喜劇』、2022 年 9 月  

大橋真理「トウ・シューズと私 モーリス・ベ

ジャール・バレエ」『ダンス マガジン』、

2022 年 2 月 

岡見さえ「巻頭レポート モーリス・ベジャー

ル・バレエ：踊り継がれる文化遺産」『ダン

スマガジン』、2022 年 2 月  

オニール八菜「メイクの裏にある自分自身の顔

が１番大切」『ダンスマガジン』、2022 年 12

月 

ガニオ, マチュー「パリ・オペラ座エトワール

が語る上野水香：もう１度水香と一緒に踊れ

たら」『ダンスマガジン』、2022 年 5 月 

----「よりパーソナルで自分に合った演目を」

『ダンスマガジン』、2022 年 12 月 

ガララーグ, ファブリス「Interview フレディも

ひとりの人間なんです」『ダンスマガジン』、

2022 年 2 月 

岸本秀雄「Interview 懐かしい東京文化会館の

舞台」『ダンスマガジン』、2022 年 2 月 

木村優里「1 つひとつの舞台に誠実に向き合っ

ていきたい：バレエ団に新プリンシパルが誕

生！「ジゼル」にも主演する若きプリマに聞

きました。」『ダンスマガジン』、2022 年 11

月 

倉方健作「ヴェルヌ朗読劇の記録[2019-2022]」

『Excelsior!』、第 17 号、2022 年 11 月、12-

14 頁 

小池ミモザ「Interview ひとつの枠にはめな

い魅力」『ダンスマガジン』、2022 年 12 月 

小林十市「追悼  飯田宗孝 ベジャール作品

へのヴィジョンをともにして」『ダンスマガ

ジン』、2022 年 8 月  

佐々木涼子「「ノートルダム・ド・パリ」をめ

ぐって」『ダンスマガジン』、2022 年 6 月 

ジルベール, ドロテ「ヌレエフ版ジュリエット

を語る：素晴らしい物語、振付、そしてもっ

とも美しいバレエ音楽」『ダンスマガジン』、

2022 年 3 月 

新藤弘子「牧阿佐美バレエ団「ノートルダム・

ド・パリ」：エトワールの真骨頂」『ダンスマ

ガジン』、2022 年 9 月  

----「東京バレエ団「ベジャール・ガラ」：時

を経て蘇った「火の鳥」」『ダンスマガジン』、

2022 年 10 月 

鈴木隆美「パリとアルゼンチンタンゴ（1）」

『ふらんす』、2022 年 10 月 

----「パリとアルゼンチンタンゴ（2）」『ふら
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んす』、2022 年 11 月 高田和文「大崎さや

の『啓蒙期イタリアの演劇改革 : ゴルドーニ

の場合』」『イタリア學會誌 = Studi Italici』、

第 72 号、2022 年 10 月、135-146 頁 

高橋健一郎「平野恵美子著『帝室劇場とバレ

エ・リュス：マリウス・プティパからミハイ

ル ・ フ ォ ー キ ン へ 』 未 知 谷 ， 2020 年 」

『Slavistika』、第 36 号、2022 年 5 月、131-

135 頁 

田邊佳美「フランス・旧植民地出身移民女性の

抵抗と言語：〈声〉を取り戻すための演劇制

作」『ふらんぼー = Flambeau』、第 47 号、

2022 年 3 月、103-121 頁 

トニョローニ, アレッサンドラ「Interview ジ

ャン＝クリストフの作品に恋をした」『ダン

スマガジン』、2022 年 12 月 

永井多恵子「劇評 古典劇を若い世代に……

『シラノ・ド・ベルジュラック』」『悲劇喜

劇』、2022 年 5 月 

新島進「書評 ジュール・ヴェルヌと劇場=世界

の 発 明 [ シ ル ヴ ィ ー ・ ロ ッ ク 著 ] 」

『Excelsior!』、第 17 号、2022 年 11 月、

128-131 頁 

貫成人「フランソワ・シェニョー＆麿赤兒「ゴ

ールドシャワー」」『ダンスマガジン』、2022

年 1 月  

バード, ディック「舞台デザイナーに聞く：中

世・ルネサンスの様式を意識しています」

『ダンスマガジン』、2022 年 11 月 

ビュリオン, ステファン「カジモドは純粋な心

を持つ王子」『ダンスマガジン』、2022 年 6

月 

----「Interview ダンサーは素晴らしい職業です」

『ダンスマガジン』、2022 年 9 月  

ファヴロー, ジュリアン・「Interview ぼくの深

くから出る叫び」『ダンスマガジン』、2022

年 2 月 

ファルグ, フランソワ「パリ・オペラ座バレエ 

ラコット振付「赤と黒」：晩年の傑作となる

予感」『ダンスマガジン』、2022 年 2 月   

----「パリ・オペラ座バレエ アシュトン／エ

ヤル／ニジンスキー」『ダンスマガジン』、

2022 年 3 月 

----「パリ・オペラ座バレエ「ボディ・アン

ド・ソウル」」『ダンスマガジン』、2022 年 5

月 

----「パリ・オペラ座バレエ「ラ・バヤデー

ル」：観客が叫んだ一夜」『ダンスマガジン』、

2022 年 7 月 

----「パリ・オペラ座バレエ「マッツ・エック」

プロ：軽やかで熱狂的な「ボレロ」」『ダンス

マガジン』、2022 年 8 月 

----「パリ公演レポート  パリ・オペラ座「ジ

ゼル」「真夏の夜の夢」」『ダンスマガジン』、

2022 年 11 月 

ボニーノ, ルイジ「「ノートルダム・ド・パリ」

はいまも新しい」『ダンスマガジン』、2022

年 6 月 

マイヨー, ジャン＝クリストフ「「じゃじゃ馬馴

らし」は自伝的作品です」『ダンスマガジン』、

2022 年 12 月 

正木亮、三浦雅士「プティとケンプに出会った

青春 生きることって何なんだという問いに

向き合って」『ダンスマガジン』、2022 年 6

月 

マリオット, アラスター「振付家に聞く：ぼく

たちは素晴らしいチーム」『ダンスマガジン』、

2022 年 11 月 

マリオッティーニ, フランチェスコ「Interview 

ペトルーチオの新たな冒険」『ダンスマガジ

ン』、2022 年 12 月 

マルシャン, ユーゴ「Interview オペラ座は、
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ぼくに夢を見せてくれる」『ダンスマガジン』、

2022 年 11 月 

マルティネズ, ジョゼ、田中月乃「Report コ

ンクール・レポート ローザンヌ国際バレエ

コンクール：若手ダンサーの登龍門が 2 年ぶ

りに現地スイス・モントルーで開催された！」

『ダンスマガジン』、2022 年 5 月 

三浦篤「大人のための印象派講座(Lesson 12)

印象派の初期コレクターたち オペラ歌手か

ら税官吏まで」『芸術新潮』、第 73 巻 8 号、

2022 年 8 月、121-125 頁 

ムーセーニュ, クララ、山本小春 「新星インタ

ビュー」『ダンスマガジン』、2022 年 11 月 

安永愛「響き合う言葉と生 : 保苅瑞穂「ポー

ル・ヴァレリー 現代への遺言」をめぐって」

『人文論集』、第 72 巻 2 号、2022 年 1 月、

1-30 頁 

----「ポール・ヴァレリーの存在 : フェスティ

バル「ポール・ヴァレリーと地中海」の記録

から」『人文論集』、第 73 巻 1 号、2022 年 7

月、1-24 頁 

----「《書評》ヴァレリー著／塚本昌則訳『ド

ガ ダンス デッサン』」『Stella』、第 41 号、

2022 年 12 月、169-172 頁 

吉田都「芸術監督インタビュー：バレリーナと

して私を育ててくれた「ジゼル」」『ダンスマ

ガジン』、2022 年 11 月 

吉田裕「谷桃子バレエ団「レ・ミゼラブル」」

『ダンスマガジン』、2022 年 11 月  米沢

唯、渡邊峻郁、柴山紗帆、井澤駿「主演カッ

プル・インタビュー“私たちの「ジゼル」”を

探していけたら」『ダンスマガジン』、2022

年 11 月 

ルーヴェ, ジェルマン「Interview 詩情あふれ

る第 4 幕に魅了されて」『ダンスマガジン』、

2022 年 12 月  

ルグリ, マニュエル「スーパースター・ガラ

2022」 世界を沸かせる新旧のスターが一堂

に 会 す る ガ ラ 公 演 が 11 月 に 開 催 ！ 

Interview」『ダンスマガジン』、2022 年 11

月 

ルイス, ガブリエル・アレナス「Interview ベジ

ャールとの得難い経験」『ダンスマガジン』、

2022 年 2 月 

ロマン, ジル「Interview「わが夢の都ウィーン」

を日本でも」『ダンスマガジン』、2022 年 2

月 

渡辺真弓「牧阿佐美バレエ団「ローラン・プテ

ィの夕べ」：天国に向けた熱い想い」『ダンス

マガジン』、2022 年 1 月 

----「京都バレエ団「ロミオとジュリエット」

パリ・オペラ座バレエの新鋭を主演に招き、

「ロミオとジュリエット」を 7 年ぶりに上演

した！：フランスのエスプリあふれて」『ダ

ンスマガジン』、2022 年 11 月  

----「オニール八菜＆ルーヴェ 東京シティ・バ

レエ団「白鳥の湖」 パリ・オペラ座のスタ

ーをゲストに、藤田嗣治の美術による石田種

生版「白鳥の湖」を再演！：2 人のプリマの

輝き」『ダンスマガジン』、2022 年 12 月 

       

「ノートルダム・ド・パリ」バレエの魔術師プ

ティが描く世界： 20 世紀を代表する振付家

ローラン・プティが人間の運命の悲哀を描い

た傑作をクローズアップ！」『ダンスマガジ

ン』、2022 年 6 月 

「最旬！ リハーサル・スケッチ Special 青山

季可＆菊地研 この 6 月、牧阿佐美バレエ団

が 6 年ぶりに「ノートルダム・ド・パリ」を

上演！」『ダンスマガジン』、2022 年 6 月 

「特集 オペラを改革したオペラ 5 傑」『音楽現

代』、第 52 巻 8 月、2022 年 8 月、53-71 頁 
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「パリ・オペラ座に魅せられた画家たち」『芸

術新潮』、第 73 巻 11 号、2022 年 11 月、

88-91 頁 

「Blu-ray 紹介「新章 パリ・オペラ座～特別な

シーズンの始まり～」」『ダンスマガジン』、

2022 年 11 月 

「マギー・マラン「MayB」11 月、フランス・

コンテンポラリーダンスを牽引し続ける鬼才

の代表作が日本で上演！」『ダンスマガジン』、

2022 年 12 月 

 

 


